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　平成22年の第1回区議会定例会は2月24日に開会し、22年度一般
会計予算案や各種議案を審議しています。開会にあたり濱野健区長
は、区政運営の基本方針と施策について所信を表明しました。

　私は、平成18年の区長就任の際、区政運営に臨む基本的な考え方をお示しし、
その実現を約束しました。まちづくりを進めるにあたって、これまでの区民の皆様
のご理解とご協力に感謝申し上げますとともに、今後も力をあわせて、にぎわい
と潤いのあるまちづくりを進めていきたいと考えています。

　
◆区政運営の基本となる
　新しい基本構想と長期基本計画を策定しました
　策定にあたっては、公募区民を含めた策定委員会で議論していただくとともに、
区民アンケートやタウンミーティングを通じて、区民の声を聞きました。

◆協働をまちづくりの基本として取り組んできました
　まちづくりを進めるにあたり、「区民と区との協働」を区政運営の基本に位置づけ、
協働事業提案制度の新設や地域振興基金とそれを活用した区民活動助成制度
の創設など、協働を促進するための仕組みを整備してきました。また、区内企業
との協働も推進し、22年度には（仮称）しながわCSR推進協議会を立ち上げ、地
域社会の発展のために企業との連携・協力を進めていきます。
　今後は区民相互の協働も推進し、地域に新たな共助の仕組みが生まれるよう
取り組んでいきます。

◆区民の意見を真摯
し

に受け止める姿勢を大切にし、
　信頼される区政運営に努めてきました
　区民の期待にこたえ、信頼関係を築くためには、まずは何よりも区民の代表であ
る区議会の意見を十分に伺うこと、そして、パブリックコメントやタウンミーティング
などで区民の声を直接聞くことに努めてきました。
　今後も、様々な媒体を活用し、区政情報の発信と意見の傾聴に努めると同時に、
行財政改革を推進し、区民の皆様との信頼関係をさらに築いていきます。

　これまで、区民の皆様とともに進めてきた、主な事業を紹介します。

○東急目黒線連続立体交差と駅前広場の整備
　18カ所の踏み切りを撤去することにより、交通渋滞を解消し、地域の一体化を
図りました。その後、武蔵小山駅と西小山駅の駅前広場の整備を進めるにつれて、
まちづくりの機運が高まり、21年度の完成時にはEBARA夢フェスタ2009が盛大に
行われ、荏原のまちは一つに結ばれました。
○国文学研究資料館跡地の整備と東品川海上公園の全面開園
　防災上の重要な拠点としての必要性から、国文学研究資料館跡の用地を取得
し、21年5月に一部を暫定公園として開放しました。今後は、24年度の全面開園
に向けて本格的な整備を進めていきます。さらに、19年3月に全面開園した東品
川海上公園は、区民との協働で進める新・水とみどりのネットワーク構想の重要拠
点であり、良好な水辺空間として区民に親しまれています。
○小中一貫教育の推進と小中一貫校の建設
　小中一貫教育を区立の全校で積極的に推進するとともに、施設一体型小中一
貫校の整備も進めてきました。18年度の日野学園をはじめとして、19年度に伊藤
学園を、20年度に八潮学園を開校しました。22年度には荏原平塚学園を開校し、
23年度には品川学園を、25年度には荏原東地区で開校する予定です。
○学校の耐震化と改築
　快適で安全な教育環境の確保と避難所機能の向上のために、学校の耐震化と
改築を進め、この3年間で25校を耐震化し、小中一貫校の母体校と改築校を除き、
22年度ですべての耐震化が完了します。なかでも第一日野小学校は、隣接する
五反田文化センター、図書館、教育センターなどとの複合化を進め、五反田教育
総合施設として22年度にオープンします。音響設備や防音の充実した音楽ホール
とスタジオを備え、第一日野幼稚園も幼保一体施設となります。
○学校跡地の有効活用によって生まれ変わる新たな施設
　旧原小学校は、地域コミュニティの活動拠点であるウェルカムセンター原・交流
施設をはじめ、保育園、高齢者福祉施設を併設した複合施設として整備し、学校
跡の有効活用のモデルケースとして全国から注目を集めています。
　また、旧八潮南中学校は特別養護老人ホームなどの高齢者福祉施設、旧八潮
南小学校は区民活動交流施設とし、さらに、平塚小学校は荏原地区のシンボルと
なる文化芸術・スポーツ活動拠点施設として整備していきます。

平成22年度
施政方針

長期基本計画の着実な推進長期基本計画の着実な推進とと
区政のさらなる発展区政のさらなる発展のためにのために全力を尽くします全力を尽くします

　世界同時不況の影響はわが国の経済に大きな打撃を与え、いまだ回復の兆し
は見られません。経済の動向が区の財政に影響を及ぼすのは、1年後、つまり22
年度です。大変に厳しい区政運営を余儀なくされますが、区民生活を守るため
の重点施策は積極的に展開していきます。
　また、国政では、政権交代後初めての新年度予算が編成され、子ども手当な
どの新たな施策が盛り込まれ、自治体にも様々な影響があると考えています。

　こうした国の動きに対しては、迅速かつ正確な情報把握を行うとともに、これま
で以上に自主性、主体性のある区政運営に努め、健全財政を堅持していかなけ
ればなりません。今後の区政運営にあたっては、激変する社会経済情勢から生
ずる緊急的な課題への柔軟性と迅速性、区民の暮らしと安全を守るための堅実
な施策の展開、さらに、福祉やまちづくりなどには将来を見据えた中長期的な視
点を持って臨みます。

緊急的な課題にはスピードを
福祉やまちづくりには将来を見据えた視点を持って

施政方針の全文は区ホーム
ページ、区政資料コーナーで
ご覧になれます。

22年度予算案として編成した主な施策項目などについては、2～4ページで紹介しています。

施政方針・22年度予算案
　…………………………………1～4
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　今日の景気低迷は深刻な事態であ
り、実効性のある経済対策が強く求め
られています。区内産業の活気はまち
の活力源です。長引く不況のもと、商
店街やものづくりの中小企業などを支
援し、まちの活気につなげます。

　【22年度予算の主な項目（案）】
　プレミアム商品券6億円分の販売 ····························································· 80,680千円
　中小企業活性化・住宅リフォーム助成事業 ·········································31,000千円
　中小企業事業資金融資あっせん ··························································1,529,900千円
　中小製造業の販路開拓と次世代ビジネスの創出を支援 ················19,000千円
　武蔵小山創業支援センターオープン ···················································· 374,140千円

　地域には様々な活動があり、町会・自治会をはじめ、ボラン
ティアやNPOなどの社会貢献活動や、商業やものづくりなどの
経済活動、または文化芸術・スポーツに親しむ活動など、い
ずれもが地域社会の発展に貢献しています。区民のだれもが
地域社会の一員として生きがいと誇りをもって活動することで、
まちににぎわいが生まれます。こうした活動の輪がさらに広が
るように仕組みづくりや必要な支援をしていきます。

緊急経済対策
不況に負けない経済対策とまちの元気を支援

緊急待機児童解消対策
すべての子ども施設で、総合的な取り組みを推進

高齢者支援対策
新しいタイプの高齢者住宅整備と安心入居の仕組みづくり

だれもが輝く　にぎわい都市

10％のプレミアムが付いた商品券

つの　　　　　　緊急課題
緊急を要するものは
スピードを持って取り組みます

五つの　　　　　の実現都市像
将来を見据えながら着実に施策を推進します

新長期基本計画の

町会ホームページ作成支援講座

国内外の展示会に区内の中小企業が「品川パビリオン」として共同出展

　【22年度予算の主な項目（案）】
　文化・芸術の振興
　　品川区民芸術祭の開催 ·············································································22,210千円
　　五反田教育総合施設オープン ···························································483,924千円
　　平塚小学校跡地を活用　文化芸術・スポーツ活動施設の整備
　　　 ····················································································································· 885,051千円
　　品川歴史館特別展　伝説の道・中原街道展 ···································9,987千円
　区民活動の支援
　　旧八潮南小学校校舎を改修　区民活動交流施設オープン ····375,238千円
　　区民活動支援サイトの開設 ······································································7,665千円
　　区内企業との連携促進 ···················································································361千円
　　地域力支援事業 ···························································································10,665千円
　　地域スポーツクラブの支援 ······································································ 1,899千円
　　しながわマリッジサポート（結婚サポート事業） ···························2,207千円
　　荏原第三地域センター仮移転・改修 ················································92,000千円
　産業の活性化
　　中小企業ワークライフバランス支援 ·················································17,583千円
　　観光アクションプランの推進 ································································41,607千円
　※緊急経済対策については、上記を参照。

　高齢者の生活支援のための基盤整備は、超高齢社会を控え、高齢者の暮
らしを守るために急がなければならない取り組みです。見守り機能付き高齢
者住宅では、在宅で必要なケアが受けられます。また、成年後見制度を活
用した住み替えの仕組み
で、八潮地区の世代交代
や、木造住宅密集地の防
災対策の促進に寄与しま
す。さらに、介護のセー
フティネットとして特別
養護老人ホームなどの施
設も整備します。

　【22年度予算の主な項目（案）】
　新しいタイプの高齢者住宅　見守り機能の強化と住み替えの整備
　　 ···························································································································600,450千円
　介護基盤整備の拡充（特別養護老人ホーム・グループホームなどの整備）
　　 ························································································································2,031,750千円

　保育園の待機児童解消は、都市部を中心とした課題で、区の未就学児人口
は5年前と比べ約16％増え、今後数年も増加傾向と予想しています。この間、
定員弾力化や幼保一体施設の整備、認証保育所の開設助成などにより園児の
受け入れ枠を増やしてきましたが、待機児童の急増はそれを上回る勢いであ
り、新たな取り組みが必要です。待機児童対策にスピーディに対応するとと
もに、将来的に財政をひっ迫することがないよう現実的な施策を展開し、既
存の施設や制度をフル活用した総合的な緊急対策を行います。これにより受
け入れ枠を約630人増やして、待機児童の解消を図ります。

　【22年度予算の主な項目（案）】
　保育園待機児童解消 ····················································································354,982千円
　小学校施設を活用した待機児童対策 ····················································137,165千円
　短時間就労対応型保育室の整備 ······························································· 35,811千円
　認証保育所保護者保育料助成制度などの拡充 ·······························296,705千円
　幼稚園預かり保育事業の拡充········································································6,175千円
　幼保一体施設の開設 ····················································································696,627千円
　私立幼稚園保護者補助金　対象者の拡大 ············································25,032千円

23区初の見守り機能付き高齢者住宅（イメージ図）。入居
者は在宅で必要なケアが受けられる

五反田教育総合施設（イメージ図）
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未来を創る　子育て・教育都市

みんなで築く　健康・福祉都市

次代につなぐ　環境都市

暮らしを守る　安全・安心都市
　災害や犯罪から区民を守り、安全で住みよいまちをつ
くるためには、地域と行政の連携・協力が必要です。防
災対策については、公共施設の耐震化と住宅・建築物
の耐震化支援や、避難道路機能の強化に向けた取り組
みも地域と連携して進めていきます。また、防犯や交通
安全についても取り組んでいきます。

　【22年度予算の主な項目（案）】
　災害に強いまちづくり
　　区有施設の耐震化工事 ······································································ 1,351,036千円
　　避難所に接続する下水道管の耐震化 ············································· 100,209千円
　　地域防災力の向上　地域防災スクール ·············································6,440千円
　　品川シェルター設置助成 ···········································································6,000千円
　　下水道戸越幹線中流域貯留管の整備 ············································ 483,218千円
　　密集住宅市街地整備の促進·····························································1,020,853千円
　　広域避難場所　国文学研究資料館跡地整備の設計 ····················9,800千円
　交通環境・市街地整備
　　品川区まちづくりマスタープラン検討 ···············································5,000千円
　　都市計画道路補助163号線の整備（電線類地中化） ················349,387千円
　　閉庁時道路巡回点検 ···················································································8,208千円
　　運転免許返納によるエコライフ支援 ···················································4,694千円
　そのほかの安全
　　近隣セキュリティシステムの運営 ···················································· 223,532千円

　環境問題は私たちの生活と密接な関係にあり、区民、
事業者、区がそれぞれの役割を担い、協働して省エネ
ルギーを意識したライフスタイルや事業活動に取り組み、
地球温暖化防止に努力することが大切です。区はCO2の
排出量を32年度までに18年度比で25％削減することを目
標とし、その達成に向けて率先して取り組むとともに、区民・
事業者の取り組みを支援していきます。

　【22年度予算の主な項目（案）】
　環境再生
　　区役所庁舎　環境対策の取り組み ·······················································5,968千円
　　しながわ水族館省エネ改修工事 ··························································41,500千円
　　省エネ型街路灯への建て替え・LED街路灯試験設置 ··············· 90,980千円
　　涼のみち整備 ······························································································· 44,078千円
　　エコカー導入促進助成 ···············································································3,040千円
　　中小規模事業所へ省エネアドバイザー派遣 ········································800千円
　　駐車場緑化等環境配慮助成·····································································3,000千円
　　温暖化対策事業　家庭への支援 ·························································21,900千円
　　陶器・ガラス・金属ごみ収集回数の変更 ·········································8,908千円
　水とみどり
　　景観まちづくりの推進 ················································································8,300千円
　　子どもたちのアイデアをいかした公園第1号（鮫洲運動公園の改修）
　　　 ·····················································································································420,000千円
　　水辺の散歩道の整備 ·················································································58,000千円
　　立会川緑道の整備 ····················································································· 48,000千円

　だれもが健やかに生きがいをもって暮らし続けること
ができる地域社会をつくるためには、健康・福祉の施策
を効果的に展開していかなければなりません。とりわけ
高齢者や障害者が、住み慣れた地域で生活するために
は、地域と区が協働して支え合うことが必要です。また、
今後団塊の世代が高齢期を迎えることを考え、多様な入
所・入居系施設の整備など、将来を見据えた基盤整備
を始めとする施策も積極的に展開します。

　

　【22年度予算の主な項目（案）】
　高齢者福祉
　　地域福祉人材確保を支援 ······································································· 81,100千円
　　孤立死防止ネットワークの普及拡大 ···················································3,588千円
　　地域福祉計画改定 ······················································································10,633千円
　　ほっとサロン・コミュニティレストランの整備と
　　　南品川シルバーセンター改修 ························································148,716千円
　　屋外型うんどう教室の拡充 ······································································4,604千円
　※高齢者住宅などの整備については、2ページを参照。
　障害者福祉
　　心身障害者のんびりゆったり入浴 ························································5,040千円
　　知的障害者の外出をサポート ·······························································20,067千円
　　発達障害・思春期サポート事業 ··························································13,579千円
　健康の推進
　　新型インフルエンザ対策の充実 ··························································66,293千円
　　各種がん検診の充実 ·············································································· 656,416千円
　　肺炎球菌ワクチン予防接種助成 ·························································· 63,181千円

　子どもたちの健やかな成長のためには、成長段階に
あわせた支援が必要です。これまでも成長段階に応じた
施策を体系的に推進し、また就労と子育ての両立支援や
小中一貫教育、保幼小の連携など、時々刻 と々変化する
行政課題に積極的かつ柔軟に対応してきました。22年度
は緊急待機児童解消対策（2ページ参照）に最優先で取
り組むほか、在宅子育て支援、保幼小の連携、小中一貫
教育の推進などの重要施策も積極的に進めていきます。

　【22年度予算の主な項目（案）】
　学校教育
　　小中一貫教育の推進 ·················································································82,985千円
　　すまいるスクール運営（区民と区内大学との協働を推進） ··795,393千円
　　スクールカウンセラーの相談体制充実 ·············································41,116千円
　　施設一体型　小中一貫校の建設 ···················································9,950,876千円
　　小・中学校の改築·················································································1,575,826千円
　子育ち・親育ち
　　親と子が共に育つ「1日保育士体験」 ···················································2,445千円
　　就学前教育の推進　保育園・幼稚園の取り組み ·························· 31,512千円
　　児童センター利用者とシルバーセンター利用者の交流促進 ····1,250千円
　　体験型育成事業「わくわく・ドキドキコース」 ···································293千円
　　チャイルドステーションの整備 ····························································18,695千円
　人権尊重
　　品川区配偶者暴力対策基本計画策定··················································5,968千円
　　暴力・虐待をなくす安心しながわネットワークの充実 ···················280千円

屋外での
いきいきうんどう教室

しながわ水族館

各地区で行う
総合防災訓練

保護者による
1日保育士体験
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　区政運営の柱のひとつは協働によるまちづくりであり、それは、区民の代表であ
る議会との広い意味での協働、町会・自治会などの地域との協働、NPO・団体・
企業・学校などとの協働です。様々な事業において、より一層の協働を図ってい
きます。
　また、少子高齢化の進展や社会経済情勢の変化に対応するためには、さらな
る行財政改革を強力に進めていかなければなりません。そこで、22年度は
すべての事業をゼロから見直す事務事業評価を実施します。
　そして、施設の老朽化が進む中で、区民により良いサービスを効率的に
提供するためには、公有財産の有効活用を図り、施設のあり方について
も検討していきます。
　一方で、火曜延長窓口・日曜開庁は区民の間に定着しましたが、
今後も効果的なサービス提供が求められており、窓口サービスにつ
いてさらに改善していきます。

　情報セキュリティの強化や個人情報の管理については、様々な機器やシステム
により適正な管理に努めてきましたが、その基本は職員の意識と行動であり、一
人ひとりが公務員としての自覚を持たなければなりません。高い倫理観をもち、自
ら考え、自ら行動する職員の育成に努めて、区民の皆様に信頼される区政を確立

していきます。
　次に、地方分権について一言ふれさせていただきます。地方分権
改革推進委員会の第4次勧告は、地方の税財源の大幅な強化を求
めることを柱に、地方交付税法定率の引き上げや国と地方の税源配
分などについて言及しています。こうした議論を踏まえつつ、確固た
る財政基盤の確立に努めていきます。また、都区間の分権について
も都区のあり方検討の中でしっかりと取り組んでいきます。
　今後も区政運営の基本である行財政改革に断固たる決意で臨
み、自主性・主体性のある区政運営に誠心誠意努めます。

区政運営の基本姿勢

当初予算案の概要
【22年度当初予算案の財政規模】

予算額（前年度比）

一般会計 1,391億7,446万3千円（ 0.1％増）
国民健康保険事業会計 360億 515万8千円（ 3.5％減）
老人保健医療特別会計 2,300万1千円（57.7％減）
後期高齢者医療特別会計 63億5,953万1千円（ 3.3％増）
介護保険特別会計 176億7,203万8千円（ 3.5％増）

一般会計の歳出を　　　　　　　　にたとえると…

　22年度予算は事務事業の見直しと重点施策の積極的な推進を主眼に編成しまし
た。人件費削減などの義務的経費の抑制にも努め、職員定数については緊急待機児
童解消対策による保育士の増員にもかかわらず、業務執行体制の見直しなどを進め、
27人削減し、直近10年間では合わせて751人の削減をしました。
　その結果、22年度一般会計予算は1,391億7,446万3千円とし、この厳しい経済情
勢においても、緊急的な施策と計画事業の着実な進展のため、これまで蓄えてきた財
政力を活用して、21年度と同規模の予算としました。

衛生費
112億7,643万5千円

議会費　7億7,390万4千円

教育費
252億5,449万3千円

公債費
40億541万4千円 予備費　3億円

総務費
195億7,657万円

歳出
1,391億

7,446万3千円

産業経済費
32億6,592万4千円

民生費
563億4,312万4千円土木費

183億7,859万9千円

そのほか　47億8,176万1千円　
特別区債　11億7,200万円　諸収入

40億1,023万4千円　

繰越金　24億円

地方消費税交付金
51億3,000万円

使用料及び手数料
44億9,818万3千円

都支出金
66億5,879万6千円

繰入金
169億6,024万8千円

国庫支出金
201億1,024万1千円

特別区交付金
355億円

歳入
1,391億

7,446万3千円

特別区税
379億5,300万円

民生費 教育費 総務費 土木費

405円 181円
◎保育園待機児童解消
◎ 特別養護老人ホームなどの整備
◎ 知的障害者の外出サポート

など

◎小・中学校の耐震化と改築
◎小中一貫教育の推進
◎ 施設一体型小中一貫校の建設

など

衛生費 公債費 産業
経済費 議会費

81円 29円 23円 6円
◎各種がん検診・予防接種
◎ ごみ収集、資源リサイクル
◎ 温暖化対策

など

◎ 学校・公園・社会福祉施設
　などの整備費の償還

など

◎プレミアム商品券の発行
◎ 中小企業事業資金融資あっせん
◎ 武蔵小山創業支援センターオープン

など

◎議会運営費　　　　　　　など

そのほか 2円

一
般
会
計

保育園の運営や、高齢
者や障害のある方など
の福祉の充実のために

小・中学校教育や図書
館などの運営のために

132円
◎ 都市計画道路整備
◎ 密集住宅市街地整備
◎ 避難所に接続する下水道管の耐
震化

など

道路・公園・住宅など
のまちづくりのために

141円
◎ 文化芸術・スポーツ活動施設の
整備

◎ 五反田地区教育総合施設オープン
◎区民活動交流施設オープン

など

文化芸術・スポーツ、
平和事業、防災や生活
安全のために

保健衛生や環境対策の
ために

公共施設の整備など目的に借
り入れたお金を返すために

商工業の活性化のために 区議会の運営のために
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●費用の記載のないものは無料
●対象は原則として
　区内在住・在勤・在学の方

平成22年
（2010）
3/11

日＝日時・期間　場＝会場・場所　内＝内容　　　人＝対象・定員

¥ ＝費用・料金　参＝参加方法　　申＝申込方法　問＝問い合わせ・主催
＝E-mail　　　HP＝ホームページ（http://）情報館 情報館は5～8ページです

教室名 番号 日時（全14回） 会場 定員 費用（保険料込）

空手道 ① 4月6日～7月13日の火曜日
午後6時30分～7時30分

総合体育館
〠141－0022東五反田2－11－2

☎3449－4400
Fax3449－4401

各
30人

各
3,400円

剣　道

② 4月7日～7月14日の水曜日
午後4時～6時

③ 4月8日～7月15日の木曜日
午後5時～7時

戸越体育館
〠142－0042豊町2－1－17

☎3781－6600
Fax3781－6699

15人

柔　道
④ 4月8日～7月15日の木曜日
午後6時30分～7時30分

総　合
体育館 30人

⑤ 4月7日～7月14日の水曜日
午後6時30分～7時30分

戸　越
体育館 20人

人小・中学生（抽選）
申3月18日㈭までに、往復はがきかFAXで教室名、番号、住所、氏名、電話番号、
新学年を各会場へ　
※通年の教室で継続可能。

医療機関の24時間案内
●東京都保健医療情報センター（ひまわり）　☎5272－0303
●東京消防庁テレホンサービス　☎3212－2323 ●品川消防署　☎3474－0119
●救急相談センター　☎＃7119 ●大井消防署　☎3765－0119
●小児救急電話相談　☎＃8000 ●荏原消防署　☎3786－0119

少年少女武道教室

いきいき筋力向上トレーニング　参加者とトレーニング協力員募集

不妊症の治療や悩みについて、専門医師が相
談に応じます。
日3月26日㈮午後1時30分～4時
相談医／／堀口貞夫（産婦人科医師）
場申電話で荏原保健センター（荏原2－9－6☎
3788－7016）へ

妊娠あんしん相談

＝内科 ＝小児科 ＝歯科 ＝接骨 ＝薬局内 小 薬歯 骨

応急診療所 行く前に必ず電話連絡を。
健康保険証を忘れずに！

小内
薬

小

  小児平日夜間／／午後8時～午後11時（受付は10時30分まで）

月～金曜日 　　　品川区こども夜間救急室 旗の台 1 － 5 － 8 ☎3784－8181
　　　　　　　　　　　　　　　昭和大学病院中央棟4階

  休日昼間・夜間／／午前9時～午後10時（受付は9時30分まで）

3月14日㈰

　　　品川区医師会休日診療所 北品川 3 － 7 －25 ☎3450－7650
　　　荏原医師会休日診療所 中　延 2 － 6 － 5 ☎3783－2355
　　　品川薬剤師会薬局 北品川 3 －11－16 ☎3471－2383
　　　荏原休日応急薬局 中　延 2 － 4 － 2 ☎6909－7111 

  休日昼間／／午前9時～午後5時（受付は4時30分まで）

3月14日㈰

　　　浅野医院 大　井 6 －21－ 5 ☎3771－2692
　　　サトウ歯科医院 南大井 5 －23－ 8 ☎3763－4466
　　　大原歯科医院 中　延 2 － 8 － 3 ☎3781－5565
　　　みやび整骨院 西大井 3 －13－15 ☎5742－3450
　　　誠道館清水接骨院 小　山 3 －16－ 5 ☎3783－0685

  土曜日夜間／／午後5時～午後10時（受付は9時30分まで）

3月13日㈯ 　　　品川区こども夜間救急室 旗の台 1 － 5 － 8 ☎3784－8181　　　　　　　　　　　　　　　昭和大学病院中央棟4階

3月20日㈯
　　　品川区医師会休日診療所 北品川 3 － 7 －25 ☎3450－7650
　　　品川薬剤師会薬局 北品川 3 －11－16 ☎3471－2383

小

内 小

薬
薬

小内

歯

骨

歯

小

骨

内

ろば康ひ健

平日から症状がある場合には、早めにかかりつけ医などで受診してください。

※重病の方は119番をご利用ください。

コース 日時（全24回） 会場 対象 内容 費用

いきいき

5月10日㈪からの月・木曜日
午前10時～11時30分

いきいきラボ関ヶ原
（東大井6－11－11）

次のすべてにあてはまる方各11人（抽選）
①おおむね65歳以上
②自力で会場への往復ができる
③現在運動をするのに支障がない
④3月23日㈫（品川第一区民集会所午前・午後）、29日㈪（い
きいきラボ関ヶ原午前）、26日㈮（荏原いきいき倶楽部午前）
に行ういずれかの説明会に必ず出席できる

筋力トレーニングマシンを使っ
たトレーニング、ウオーキング、
ストレッチ運動などを通して日
常生活に必要な動作をスムーズ
に行える筋力づくりやバランス
維持

各
7,200円

5月11日㈫からの火・金曜日
午前10時～11時30分

荏原いきいき倶楽部
（荏原6－2－8）

5月11日㈫からの火・金曜日
午後2時～3時30分 品川保健センター

（北品川3－11－22）
はつらつ 5月10日㈪からの月・木曜日

午後2時～3時30分 上記にあてはまり、体力に自信のある方16人（抽選） 上記に加え、もう一歩進んだ体
力づくり 9,800円

介護予防～健康やわら体操
楽しみながら柔軟性、バランス能力、筋力をアッ
プさせるトレーニングです。
日4月6日～7月27日の火曜日午後1時～3時（全16回）
場西大井いきいきセンター（西大井2－5－21）
人区内在住のおおむね65歳以上の方で自力で会
場への往復ができる方16人（先着）

￥1回200円
申電話で、月～金曜日午前9時～午後7時に柔道
接骨師会品川支部・荒川☎3787－9520へ
問高齢者いきがい課いきいき事業係
☎5742－6733

申3月17日㈬までの月～金曜日午前9時～午後5時
に、本人が電話でコナミスポーツ＆ライフ
0120－919－573へ
問高齢者いきがい課いきいき事業係☎5742－
6733

●トレーニング協力員を募集します
内会場の準備、トレーニングの補助など
人各6人（選考）
謝礼／／1回2,000円　※事前研修有り。
申本人が電話でコナミスポーツ＆ライフへ

現在、インフルエンザ流行の
影響で、内科・小児科は大
変混み合い、電話がつなが
りにくい状況です。

　現在、どなたでも接種を受けられます。インフルエンザワクチンを接種
できる医療機関へ予約後、指定された日時に接種してください。接種回数は、
年齢などにより異なります。接種費用の助成は、3月31日㈬接種分までです。
○接種費用の助成
優先接種対象者と生活保護を受けている方は、接種費用の助成があります。
優先接種対象者（医療従事者を除く）＝接種1回につき1,500円
生活保護受給者＝接種費用の全額
※詳しくはお問い合わせください。
●ワクチン接種の情報は区ホームページでご案内しています。

新型インフルエンザワクチン接種の問い合わせ

品川区新型インフルエンザ相談センター
月～金

午前9時～午後5時 ☎5742－6704



環境影響評価書を縦覧します
日3月12日㈮～26日㈮
内大井ふ頭その1・その2間埋め立て事
業
場環境課（第二庁舎4階）、八潮地域セ
ンター（八潮5－10－27）、東京都環境
都市づくり課（都庁第二本庁舎8階）
問環境課☎5742－6753

第5回品川区次世代育成支援
対策推進協議会を傍聴できます
日3月19日㈮午後1時15分から
場第五委員会室（本庁舎5階）
内後期行動計画案答申
人10人（先着）
傍聴方法・問
当日午後1時までに、青少年育成課計画
調整係（第二庁舎7階☎5742－6385）
へ

再就職支援講習会
日3月26日㈮午後1時～3時30分
内履歴書や職務経歴書の書き方、面接
の受け方など
人おおむね55歳以上で就職を希望の方
20人（先着）
場申電話でサポしながわ無料職業紹介
所（北品川3－11－16品川第一地域セ
ンタービル☎5783－5539）へ

女性相談員による面接相談
1人で悩まず、ご相談ください。
●法律相談
①4月7日㈬午後1時～4時
②13日㈫午後1時～4時
③19日㈪午後5時30分～8時
●カウンセリング相談
4月23日㈮午後１時～４時
－－－－－－－－－　   共　　通　   －－－－－－－－－
場申相談日の1カ月前から、電話で男女
共同参画センター（東大井5－18－1☎
5479－4104）へ

「いきいきカラオケ広場」で
仲間づくり・健康づくり
登録期間／4月1日～23年3月31日
場カラオケルーム歌広場
目黒・大森店＝月～日曜、祝日
五反田店＝月～金曜　※祝日は除く。
内室料半額（ソフトドリンク付き）
※目黒・大森店の土・日曜、祝日の室
料は3割引になります。
人区内在住の60歳以上の方で構成され
た5人以上のグループ
※室料は会場などにより異なります。
※飲食料金は自己負担です。飲食物の
持ち込みはできません。
申はがきに「カラオケ広場」とし、グルー
プ名、代表者の氏名・電話番号、全員
の住所・氏名・生年月日を高齢者いき
がい課いきいき事業係（〠140－8715
品川区役所☎5742－6733）へ

新システム移行のため電子申
請での受け付けを休止します
休止期間／3月30日㈫午前0時～4月1日
㈭午前8時30分
●3月17日㈬以降に新規利用者登録や
登録内容変更をする方へ
新サービスに登録データが反映されな
いため、4月1日以降に利用する場合、
再度手続きをお願いします。
※詳しくは区ホームページをご覧ください。
問情報システム課☎5742－6619

国際友好協会は自主活動を
支援しています
区内で生活する外国人との交流をテー
マに、区民が自主的に計画・実施する
活動で、協会が適当と認めたものに対
して、一定の条件をもとに援助・助成（資
金の助成、協会の後援名義の使用許可
など）を行います。申請はいつでも受
け付けています。詳しくはお問い合わ
せください。
※営利的・宗教的・政治的要素を含む
活動は対象外です。
問同会☎5742－6517

障害者の方に対する職業相談
日3月26日㈮午後1時～4時
※1人30分。
場心身障害者福祉会館（旗の台5－2－2）
人区内在住で就職を希望する障害者
申電話かFAXでハローワーク品川（☎
3588－8631 Fax3589－3623）へ

介護者教室
●西大井在宅サービスセンター
日3月27日㈯午後2時～3時30分
内講座「食事のあれこれQ＆A　食事や
栄養の疑問を管理栄養士に聞いてみよう」
人15人（先着）
場申3月26日㈮までに、電話で同セン
ター（西大井2－4－4☎5743－6125）へ
●八潮在宅サービスセンター
日3月20日㈯午後1時30分～3時30分
内講座「負担の少ない自宅介護のこつ」
人30人（先着）
場申3月19日㈮までに、電話で同セン
ター（八潮5－10－27☎3790－0344）へ

シルバー人材センター
入会出張相談
自分にあった仕事が見つかります。ご
相談ください。
日3月24日㈬午前10時～午後3時
人区内在住の健康で働く意欲のある60
歳以上の方
場参当日、荏原第五区民集会所（二葉1
－3－37）へ
問シルバー人材センター東大井支所
☎3450－0713
※55歳からの無料職業紹介所「サポし
ながわ」の入会相談も行います。

お知らせ

ボランティアをしたい
方・手助けをしてほし
い方のためのホーム
ページです。区が主催
する事業のボランティ
アなども募集していま
す。区ホームページの「お役立ちガイド」から「ボ
ランティア・ナビ」をクリックしてご覧ください。

ボランティア・ナビ しながわ
地域活動課協働推進担当
☎5742－6605

（6）

高齢者の積極的な社会参加を図るため、区が指
定するボランティア活動1回につき、1ポイント
（年間50ポイント限度）を付与します。ためたポ
イントは区内共通商品券と交換か福祉施設など
に寄付もできます。事前にボランティアセンター
で申し込みが必要です。
ボランティア対象施設／
区が指定する高齢者施設、障害者施設など
（さわやかサービス、ほっとサロンでの活動も含
まれます）
※申込用紙はボランティア対象施設でも配布。
人区内在住でおおむね60歳以上の方

○街のコンシェルジェのボランティア活動も地
域貢献ポイントの対象になります。

※詳しくはお問い合わせください。

※　 は地域貢献ポイント事業の対象です。ポ

ボランティア募集
品川ボランティアセンター☎5718－7172

HP  shinashakyo.jp/volunteer/

品川区地域貢献ポイント事業
品川ボランティアセンター☎5718－7172
高齢者いきがい課いきいき事業係☎5742－6733

ポ

●おもちゃプラザの手伝い　
準備や後片付け、おもちゃ清掃、
乳幼児と保護者への声かけなどを
します。
日金曜日　9:30 ～12:10
場大井倉田児童センター（大井4）
●トレーニング補助　
65歳以上の方が対象のトレーニン
グで、マシンの操作や補助をしま
す。
日木曜日　14:30 ～17:30
場ケアセンター南大井（南大井5）
●食後の後片付け
高齢者施設で夕食後の下ぜんなどを
します。
日週1回　18:00 ～19:30
場ケアホーム西大井こうほうえん
（西大井2）

●入浴後の髪乾かしと昼食の配ぜ
んなど
高齢者施設で利用者の入浴後の髪
を乾かしたり、昼食の配ぜんや下
ぜんをします。
日週1回（月～金曜日）　
10:00～12:30
場八潮陽だまり（八潮5）
●クラフト仕上げ
知的障害者施設でビーズ製品の指
輪などの金具付けなどをします。
日月・火・木・金　回数は相談で
9:00 ～16:00で1時間程度から
場西大井福祉園（西大井5）

ポ

ポ

ポ

ポ

●費用の記載のないものは無料
●対象は原則として
　区内在住・在勤・在学の方

平成22年
（2010）
3/11

日＝日時・期間　場＝会場・場所　内＝内容　　　人＝対象・定員

¥ ＝費用・料金　参＝参加方法　　申＝申込方法　問＝問い合わせ・主催
＝E-mail　　　HP＝ホームページ（http://）情報館 情報館は5～8ページ、キッズクラブ・シニアクラブ・健康ひろばは5ページです

さわやかサービスは、高齢者や障害者の家事援
助を中心に、区民相互の助け合いを支援する有
償のボランティアです。
内掃除、食事作り、外出の付き添い、福祉車
両（車いすごと乗れる車両）の運転など
人18歳以上の方
謝礼／1時間700円（交通費支給）
●協力会員募集説明会
日3月26日㈮14:00～15:30
場参当日、社会福祉協議会（大井1－14－1）へ

さわやかサービス協力会員募集
さわやかサービス☎5718－7173
HP  shinashakyo.jp/sawayaka/

■使用済みの切手・テレホンカード類を品川ボランティアセンター（〠
140－0014大井1－14－1）へ送ってください

第165回
しながわ

日曜コンサート
しながわ

日曜コンサート
日3月21日㈷午後1時30分～3時
曲目／モーツァルト「フィガロの結
婚『手紙の二重唱』」ほか
出演／品川クラシック音楽協会
場参当日、中小企業センター3階レ
クホール（西品川1－28－3☎3787
－3041）へ

シーズン前の点検とせん定で発生を防ぎましょう。チャ
ドクガは、卵、幼虫、成虫すべてが毒針を持ってい
て、死んだ後でも触ると皮ふ炎を起こします。ツバキ
やサザンカなどツバキ科の葉を好んで食べます。発生
のピークは5・6月ごろと8・9月ごろの年2回です。大
発生する前に駆除しましょう。
●ツバキ科の植栽は点検しやすいよう、高さはできる
だけ2m以下にして、むだな枝葉もせん定しましょう。
●雨の当たらない葉の裏側に産卵します。卵や幼虫
がいないか時々点検し、見つけたら葉や枝ごと切り取
りましょう。

●切り取った枝葉は密封して廃棄するか、大量な場合
は専門業者に依頼し、処理してもらいましょう。
●万一、大発生した場合、専門の植栽業者に依頼し
処理してもらいましょう。
●せん定するときなどは、毛などが直接皮膚に触れな
いよう、長袖や手袋、めがねなどを着用し、風上から
近づくなど、作業には細心の注意が必要です。
◎区は化学物質による健康被害を防ぐため、今年度
から薬剤散布による駆除を行っていません。

問生活衛生課環境衛生担当☎5742－9138

農薬に頼らないチャドクガ対策



問い
合わせ

●文化スポーツ振興課　Fax5742－6585・6893
〠140－8715  広町2－1－36 第二庁舎6階
　●スポーツ係　☎5742－6838
　●生涯学習係　☎5742－6837
　●文化振興係　☎5742－6835・6

●品川区スポーツ協会・総合体育館
受付時間 : 午前9時～午後7時
※土・日曜、祝日は5時まで。
〠141－0022　東五反田2－11－2
☎3449－4400　Fax3449－4401

●戸越体育館
〠142－0042
豊町2－1－17
☎3781－6600
Fax3781－6699

●品川保健センター
〠140－0001　北品川3－11－22　☎3474－2225
●大井保健センター
〠140－0014　大井2－27－20　☎3772－2666
●荏原保健センター
〠142－0063　荏原2－9－6　☎3788－7016

（7）

空手道教室
日4月6日～8月24日の火曜日
午後7時30分～8時30分（全19回）
場総合体育館
人16歳以上の方30人（抽選）
￥9,200円（保険料込）
申3月18日㈭までに、往復はがきで教
室名、住所、氏名、年齢、電話番号を
スポーツ協会へ

志賀高原発哺温泉スキー教室
日4月2日㈮午後11時～4日㈰午後9時
（大井町前集合・解散、往復バス、ホテ
ル1泊3食、車中1泊）
宿泊／／薬師の湯
人高校生以上で初級以上の方40人（先着）
￥19,000円
申3月24日㈬までに、費用を持ってス
ポーツ協会へ

硬式テニスクラブ対抗戦
日内4月4日㈰＝リーグ戦
4月25日㈰＝順位別トーナメント戦
※受付は午前8時45分から。
場しながわ区民公園（勝島3－2）
内ダブルス（男子・女子・ミックス各1
組）の団体戦
人区内在住か在勤の団体、連盟加入チー
ム16チーム（先着）
￥1チーム12,000円
連盟加入チーム9,000円
主催／／品川区テニス連盟
申3月28日㈰までに、費用を持ってス
ポーツ協会へ

障害者スポーツフリー利用
日場①第1土曜日（5月・23年1月を除く）
＝総合体育館
②第3土曜日（8月を除く）＝戸越体育館
※時間は午前9時30分～11時30分。
内軽スポーツなど
人自分で身の回りのことができ、会場
まで通える小学3年生以上の障害者の方
￥①300円　②330円（保険料）
参当日、費用を持って会場へ
※1回目に費用をお持ちください。
問各体育館

第104回高齢者と
介護者のための料理教室
日3月23日㈫午後1時30分～4時30分
場荏原文化センター（中延1－9－15）
内らくらくクッキング
持ち物／／エプロン、三角きん
人20人（先着）
￥600円
申3月18日㈭までに、電話で成幸ホー
ム☎3787－5393へ

区民プロデュース型講座・講演
会を開催する団体を募集します
区民を対象にした講座や講演会を区に
代わり企画し開催していただきます。
テーマ／／
地域社会・文化の向上、青少年育成・
支援、家庭教育の振興や若者支援、高
齢社会、人権啓発、男女共同参画、平和、
環境問題など
※昼間開催や家庭教育の支援関連の講
座は幼児の保育を行っていただきます。
内6月21日㈪～23年3月31日㈭に
①講座は1回2時間で5～10回開催
（委託料10万～20万円）
②講演会は2時間で1・2回開催
（委託料1万～6万円）
人社会教育関係登録団体で発足して1年
以上経過し10人以上の会員で構成する
団体（選考）
①講座6団体　②講演会4団体
※受講者が①30人以上②70～100人を
見込めること。
申4月23日㈮までに、申請書を文化ス
ポーツ振興課へ持参
※申請書は文化スポーツ振興課、文化
センターで配布。区ホームページから
ダウンロードもできます。
※自主グループ講師派遣と重複して申
し込むことはできません。

メイプルセンターの講座
①どんな国？スペイン・メキシコ・エクア
ドル・アルゼンチン～文化紹介講座
日4月3日㈯午後1時～2時30分
人16人（先着）
￥800円

②画像の取り込みから加工まで
パソコンで楽しむデジタルカメラ入門
日4月7日～6月16日の水曜日
午後3時30分～5時（全6回）
人9人（先着）
￥21,000円（テキスト代別）
③ボサノバを歌おう
日4月11日～6月20日の日曜日
午後1時30分～3時30分（全5回）
人15人（先着）
￥6,750円（教材費込）
④美容・健康・体力UPのためのやさし
いエアロ＆ストレッチ
日4月10日～6月26日の土曜日午前10
時～11時30分（全10回）
人20人（先着）　￥13,700円
⑤イタリア語入門
日4月14日～6月23日の水曜日
午後7時～8時30分（全10回）
人イタリア語を初めて学ぶ方10人（先着）
￥22,000円（テキスト代別）
⑥作家への第一歩を踏み出そう
楽しく書ける短編小説の書き方講座
日4月16日～6月25日の金曜日
午後1時～3時（全6回）
人10人（先着）￥12,800円
－－－－－－－－　  共　 通　  －－－－－－－－
場申電話でメイプルセンター（西大井
駅前☎3774－5050）へ

田植え体験とマス釣り
品川＆早川ふるさと交流
日5月15日㈯午前7時30分～16日㈰午
後5時30分
（区役所集合・解散、1泊2日、往復バス）
宿泊／／町営ヘルシー美里（温泉）
内田植え、マス釣り、バーベキューなど
人区内在住か在勤の方41人（抽選）
※小学生以下は保護者同伴。
￥10,000円、小学生以下6,000円
（交通費・宿泊費込）
申3月23日㈫（必着）までに、はがき
かFAXに「田植え」とし、参加者全員
の住所・氏名・年齢・性別・電話番号
を地域活動課市町村交流担当（〠140
－8715品 川 区 役 所 ☎5742－6856 
Fax5742－6877）へ

早川ファンクラブ新会員募集
内年3回程度、早川町の祭り（山菜祭り、
紅葉とそば祭りなど）参加、ハイキング、
温泉巡りなど、会員の企画により実施
人早川町の自然や文化に興味のある区
内在住か在勤の方30人程度（抽選）
￥年1,000円　
※実費負担有り。
申電話で、早川ファンクラブ副会長・
真武☎3493－8949（午後6時～8時）へ
問地域活動課市町村交流担当
☎5742－6856

品川清掃工場見学会
日3月27日㈯午前10時～11時30分
（現地集合・解散）
内ビデオなどによる説明、施設見学
人50人（先着）
場申3月25日㈭までに、電話で同工場
（八潮1－4－1☎3799－5353）へ

品川介護福祉専門学校
オープンキャンパス
春一番!介護のしごとを知ろう
日3月27日㈯午前10時～正午
内仕事紹介、学校案内・見学など
人介護福祉士をめざしている方
場申3月26日㈮までに、電話で同校（西
品川1－28－3☎5498－6364）へ

講座・講演

催　し ★

★

スポーツ

こんなときには
国民健康保険の
届け出をお忘れなく

国民健康保険は皆さんが助け合って、健康を守るため
の制度です。次のようなときには14日以内に届け出が
必要です。国保医療年金課（本庁舎4階）、品川第一・
大崎第一・大井第一・荏原第一・荏原第四・八潮の各
地域センターで手続きをしてください。外国人の方の
手続きは、国保医療年金課のみで受け付けます。

問国保医療年金課資格係☎5742－6676　

こんなときには 届出に必要なもの
は
い
る
と
き

品川区に転入したとき （転出証明書）
職場の健康保険をやめたとき 職場の健康保険をやめた証明書
子どもが生まれたとき 保険証
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止決定通知書

や
め
る
と
き

品川区を転出するとき 保険証
職場の健康保険に加入したとき 保険証、職場の健康保険証

亡くなったとき
保険証　※葬祭費の申請は、国保医療年金課のみで受け
付け。喪主の金融機関の預金通帳、印鑑、喪主の氏名を
確認できるものを持参

生活保護を受けるようになったとき 保険証、保護開始決定通知書

そ
の
ほ
か

区内で転居、氏名変更したとき
保険証世帯主が変更、世帯が合併・分離した

とき
保険証をなくしたとき・やぶれたとき 本人確認できるもの

○保険証の交付をお急ぎの方は、「本人確認できるもの」（運転免許証・パスポート・品川区民カード・
写真付き住民基本台帳カードのうち１点、もしくは郵便物・診察券・預金通帳 ･年金手帳 ･公共料金の
領収証のうち 3点）が必要です。
○世帯主が変わった場合は、世帯全員の保険証を持参してください。
○外国人の方が加入する場合には、在留資格 ･在留期間に一定の要件があります。詳しくはお問い合わ
せください。
○職場の健康保険に加入したときは、忘れずに脱退の届け出をしてください。
○退職を予定している方は、健康保険任意継続の制度もあります。詳しくは会社の担当者におたずねく
ださい。

ミニ青空市

日3月18日㈭午前10時から
内安全で安心な有機無農薬・減
農薬栽培の野菜と果物の販売
場参当日、消費者センター（大
井1－14－1☎5718－7181）へ

マイバッグ（買い物袋）を
ご持参ください



● 非核平和都市品川宣言制定25周年
● 地球温暖化対策地域推進計画
● 文化芸術・スポーツ振興ビジョン
● シルバー大学

次号予告　3月21日号
平成22年（2010）

3/11
1743号

広　報

古紙配合率70％再生紙を使用しています

品川区

品川区は、サービス精神、
チャレンジ精神、新感覚
でイメージアップ運動を
進めています。

税

◆しながわ環境大賞　3団体
○花交差点の仲間たち
国道沿いの歩道の違法駐輪車問題をきっかけに、地元マンション住人
が歩道の清掃や花壇の維持管理などのボランティア活動を行ってい
る。また、この活動を通じて、地域のコミュニティが広がっている。
○布ぞうりサークル品川（N.Z.S.S）
サークル活動や区民向け講座で、古布を使ったぞうり作りを広めるこ
とで、ごみの削減やリサイクルについての啓発活動を実施している。
○東京サラヤ株式会社
チョウなどの生き物が生息できる場所の提供と、街の景観の向上を目
的として、社屋周辺に花壇を設置した。また、環境情報活動センター
で環境講座を実施し、区民に生物の多様性や自然環境の大切さを伝え
た。

環境大賞しながわ の受賞者が決まりました

開設日／4月1日㈭
所在地／小山台1－4－1（りんし21区民集会所3階）
電話番号／☎5794－8511
管轄地域／小山台全域、小山1～3丁目

移転期間／4月1日㈭～おおむね3年間

●大崎在宅介護支援センター
移転先／大崎2－7－13
電話番号／☎3779－2981　※電話番号は変わりません。

●大崎在宅サービスセンター
移転先／北品川1－16－5
電話番号／☎5461－0830

大崎在宅サービスセンターと大崎在宅介護支援センターは
大崎駅西口南地区市街地再開発工事のため仮移転します

小山台在宅介護支援センターを
4月1日㈭に開設します

問環境課環境推進係☎5742－6749

問品川税務署☎3443－4171
　荏原税務署☎3783－5371

品川地区の小中一貫校の名称が
「小中一貫校　品川学園」
に決まりました
品川地区で23年4月に開校する小中
一貫校の名称が「小中一貫校　品川
学園」に決まりました。これは、地
域の代表者や学校関係者などで構成
された仮称品川地区小中一貫校開設
準備連絡会の提案を受け、決定した
ものです。
問指導課小中一貫教育係
☎5742－6595

税務署は、土・日曜日は休みですが、
申告書は、郵送や税務署の時間外収
受箱に投函することができます。
●税理士のニセモノにご注意を
申告書の作成などを依頼する場合、
税理士であることを確かめてくださ
い。
●個人事業者の21年分消費税・地
方消費税の申告と納税の期限は3月
31日㈬です
19年分の課税売上高が1,000万円を
超えた方は、21年分の消費税・地
方消費税の申告と納税が必要です。
●所得税、個人事業者の消費税・
地方消費税の納税には、口座振替を
ご利用ください
21年分の口座振替日は、所得税が4
月22日㈭、消費税・地方消費税が4
月27日㈫です。

税のたより
21年分所得税・贈与税の
申告と納税の期限は
3月15日㈪です

第60回品川区民スポーツ大会（春季）　　　　　　　　　  ※年齢は22年4月1日現在
競技名 日程 会場 申込締切日 費用 内容
クレー
射撃 3/28㈰ 筑波射撃場（茨城県）当日午前9時に会場へ 8,000円 ○トラップの部　○スキートの部（各100発）　

※弾は各自持参、銃砲等所持・猟銃用火薬類等譲受許可証を携帯

ソフト
テニス

4/11㈰ しながわ区民公園
（勝島3－2） 3/21㈷ 1組800円

中高生1組500円

４/11　○中学男子・女子 
４/18　○高校男子・女子　○一般男子・女子

○壮年男子・女子（45歳以上）
※予備日4/29㈷しながわ区民公園4/18㈰ 有明テニスの森

（江東区有明2－2） 4/2㈮

卓球
４/18㈰ 戸越体育館

（豊町2－1－17）

4/8㈭ 500円
18歳以下300円

○一般男子・女子　○壮年男子・女子（45歳以上）　
○18歳以下の男子・女子
※全種目シングルストーナメント戦

少林寺
拳法 4/9㈮ 500円

小中高生300円
○単独演武（級の部・段の部）　○自由組演武（一般段の部）
○規定組演武（小学生の部・一般段外の部・一般段の部）

申各申込締切日までに、費用を持ってスポーツ協会（東五反田2－12－2☎3449－4400）へ

交通安全について楽しく考えて
みませんか。
日3月24日㈬午後1時～3時30分
内式典、交通安全教室、交通安
全トークショー、交通安全コン
サートなど
出演／
堺すすむ（ギター漫談家）、警
視庁音楽隊＆カラーガードほか
主催／品川・大井・大崎・荏原
警察署、各交通安全協会
場参当日、きゅりあん（大井町
駅前）へ
問土木管理課交通安全係
☎5742－6615

交通安全
区民の
つどい

区民の環境保全に関する自主的な取り組みを進めるため、優れ
た環境活動を行っている団体や個人を顕彰しています。

●在宅介護支援センターは、在宅で介護している家族の相談を専門家が受け、必要なサービスを案内し、支援・手助けをするところです。
●在宅サービスセンターは、身体の障害や認知症高齢者など、家庭での介護や支援を必要とする方に、通所による、食事・入浴サービスや日常動作訓練などを提供する施設です。

大 崎 駅
●大崎図書館

●芳水小学校

シンクパーク●

大崎西口公園●

大崎シルバーセンター● 百反
通り

大崎在宅介護支援センター大崎在宅介護支援センター

至五反田

至品川

山手通り

山 手 線

武
蔵
小
山
駅

目
黒
線

●小山台保育園

林試の森公園

小山台在宅
介護支援センター
小山台在宅
介護支援センター

至
不
動
前

●小山台小学校

●小山台
　高校

●台場小学校
台場幼稚園●
台場保育園

八ツ山通り

旧東海道

大崎在宅サービスセンター大崎在宅サービスセンター

●八ツ山保育園

天王洲運河

京
急
本
線

第
一
京
浜

至品川

北
品
川
駅

●都バス品川自動車営業所

在宅介護支援センター、在宅サービスセンターが開設・仮移転します 問高齢者福祉課☎5742－6729

2月13日㈯にきゅりあんで行われた授賞式

やさしさが
走るこの街
この道路

◆環境賞
　団体
　・家庭倫理の会品川区
　・小山二丁目東部町会
　・ト音記号の会
　・八幡福寿会
　・区立五反田保育園
　個人
　・三澤誠之助

（敬称略）




